
先進的な第一次産業



今日の目標
東海地方の第一次産業の

特徴をまとめよう！



①集約的な農業生産



東海地方は、
農業の生産性が高く、

先進的な農業経営を
行っている。



温暖な気候を生かした
園芸農業が発達し、

野菜・果物・草花の
栽培が盛ん。



園芸農業…
人口の多い都市の
市場への出荷を目的として、
野菜や果物などを栽培する

農業のこと。





渥美半島の温室メロン・
電照菊は園芸農業として有名。
⇒電照菊は

３の図をチェック！



作業１
なぜ長野県では夏にレタス

を多く栽培することができる
のだろうか、説明してみよう。



例：
長野県で夏にレタスを
生産している地域は、
標高の高い地域が多く、
夏でも熱くなりにくいため。





また、
ビニールハウスを利用した
トマトやみつばなどの
促成栽培がおこなわれている。



促成栽培…
温室などの施設をつかって、
普通の出荷時期よりも
早めに野菜などを

栽培すること。



②荒れ地から茶の栽培へ



１、茶の栽培
荒れ地だった

牧ノ原や磐田原で
日当たりと水はけのよさを
生かして茶を栽培している。



静岡県は
全国一の生産地となっている。







２、みかんの栽培
駿河湾沿いの
丘陵などで栽培されている。





３、消費地
東海地方の農業の発展は、
温暖な自然条件

だけではない。



名古屋市が近いことや
首都圏、近畿に対する
交通の便がよいという

条件もある。



③遠洋漁業の基地 焼津



１、焼津港
遠洋漁業の代表的な漁港。





まぐろ漁船や
かつお漁船の基地で、

水揚げ量・金額ともに
国内でも有数の漁港。



２、漁港
魚市場・冷凍倉庫が整備され、
周辺には缶詰工場や
かまぼこ工場などが

並んでいる。





３、まぐろ漁
出漁期間が長く、
安定した収入が得にくい。

⇒後継車が減り、外国人の
乗組員が増えている。



４、有数の漁業国
日本は漁獲量が多い
世界有数の漁業国である。



近年は
海面養殖業の割合が高まり

沖合漁業が減少、
輸入量の割合が

高くなっている。



４の図を
チェックしておこう！



今日の目標
東海地方の第一次産業の

特徴をまとめよう！



学習のまとめ
東海地方では先進的な
農業経営がおこなわれて

いることがわかった。



たとえば、
ビニールハウスを用いて、
本来の出荷時期よりも
早く栽培する促成栽培が

おこなわれていた。



また、
静岡県の焼津港は
漁業が盛んにおこなわれ、
日本有数の漁港で

あることも知った。



さらに焼津港は、
遠洋漁業、沖合漁業、

沿岸漁業のうち、
遠洋漁業で有名な漁港で

あることも知った。



復習コーナー
Q１ 園芸農業






























